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はじめに

中国近代 の五 四新 文化運動(1910年 代後 半～20年 代)の 中で、西洋思想 の洗礼 を受けた

知識青年たちは 「個」の権利 を主張 し、中国を支配 して きた封建制度 を打ち倒そ うと した。

彼 らはまず封建制を支 える旧い家 の束縛か らの解放 を叫び、「父母 の器 、窺衛 の言」による

旧式結 婚に反対 し、 自由恋愛 を経た結婚 を求めた。 こ うした家庭革命 に関す る言論 の中心

となったのは、文学革命の旗 手でもあった胡適(1891～1962)で ある。彼 は1918年6月 、

『新青年』(4巻6期)に イ プセ ン劇 『人形の家』を翻訳 ・発表 した。 同時に論 文 「イプセ

ン主義」 を巻頭 に掲載 し、 この劇 の女 主人公 ノラを封建的家に反抗 して家 を飛び出 した、

勇気 ある女性 として紹介 したのである。

本来、イプセン 『人形 の家』(1879)は 欧米 においては近代批判 として、具体 的には近代

社会にお ける恋愛結婚 した夫婦 のあいだ に起 こった葛藤 をテーマに してい る。一 見愛 に満

ちた夫婦であ りなが ら、彼 らの間に は実は経済力 を持つ夫 と持 たない妻の力 関係 が歴然 と

存在 す る。 ノラが家 を出たの は封建社 会の古い思想 に憤 ったか らではな く、近代家庭 が内

包す る男 女の問題 ジェンダー非対称 に気づ いたか らであったのだ。 しか し胡適 は個人

の 自由意思に よる 「恋愛」が まだ受容 されていない当時の 中国にあって、『人形 の家』 を目

前 の問題 であった封建 的家 への批判 に通 じる作 品 として紹介 した。 そ してノラの家出 を男

尊女卑、三従四徳 を強いる家 か ら逃れ 、 自由 と愛情 に満 ちた結婚 を求 めたもの として解釈

した のだ'。

この時期 、胡適は 『新青年』 に陸続 と女性解放理論 を発表 している。例えば 「貞操問題」

(5巻1期1918.7)で は恋愛結婚 を平等な夫婦 関係 を実現す るもの として提唱 し、「アメ リ

カの婦人」(5巻3期1918.9)で は恋愛結婚 をす る自立 したア メリカの女性 を紹介 している。

こ うした胡適 の恋愛 に関す る一連の言説一 「ノラ言説」 は、 当時の 旧い家 の束縛 に苦 し

んでいた知識青年達 に大い に受 け入れ られた。 そ して彼 らはノラを新 しい女性 のシンボル

と して もてはや し、近代家庭 の実現 を理想 として掲げたのである2。

こ うした五 四の薫陶を受けた若 い知識 人女性 の中か ら、 自由恋愛 に基づ く近代家庭 を実

現す る者が現れ た。 この時期 の代表的な女性作家である底隠(1899～1934)も その一人で

ある。彼女は五四運動が勃興 した1919年 に北京 女子師範大学に入学 した。在学 中に文学研

究会 に参加 し、その機 関誌 『小説月報』 に青年 の恋愛 と封建 的家 との衝突 を描 いた処女小

説 「一個著作家」(12巻2号1921.2.10)を 発表 してい る。

実生活 において も癒隠は文学研 究会 の同人であ る郭夢良(1899～1925)と の恋愛 を成就

させ、1923年 に結婚 している。 しか し、 この結婚 は郭に旧式結婚 によって癸 った妻がいた

ため世間の批判 を浴びた。当時の盧 隠について、友人 の劉大悉 は次の ように語っている。「独

断独行 の 自信 に満 ちた行動 は、まるでイプセ ンの 「ノラ」 のよ うだった」3と 。

結婚後、2年 ほ どで郭夢良が肺病のため亡 くな り、盧 隠は寡婦 となるが、その5年 後 の

1930年 に8歳 年 下の大学生 ・李 唯建(1907～1981)と 恋愛の末 に再婚 し、世 間を驚かせ た。

そ して難産に よって命 を落 とす1934年 まで、盧 隠はその作品の中で時代 の過渡期にあって
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苦悩す る女性 の恋愛 ・結婚 ・仕事 ・人生観 について書き続 けた。

このよ うに盧隠は五四新文化運動の洗礼を受け、「中国のノラ」を自ら演 じたのだが、30

年代になる と彼 女はノラの本来の問題一 近代家庭にひそむ男女 の問題 をいち早 く意識 し、

近代家庭への批判 を展開す るようになる。そ して盧 隠 自身、『盧隠 自伝』(上海第一出版社、

1934年)の 中で、この30年 代の時期 を思想の転換 を経て飛躍 した 「開拓期」であるとし

て高 く評価 してい るのだ4。

このよ うな盧隠の 自己評価 に関わ らず、先行研究ではこの時期 の作品に注 目した ものは

少 なかった5。 それ は茅盾が発表 した 「盧隠論」(『文学』3巻1号1934年)に よるところ

が大きい6。 彼 は盧隠 を 「五四の時代の子」 と呼び、彼女の初期の作品を五四期の思想を反

映 した もの として高 く評価 したが、以後 の作品はその枠 を出ない 「停滞 した」 もの と評価

したのだ。茅盾の 目には、盧 隠が描いた女性知識人 をとりまく問題は、 どれ も 「家庭の項

事」 として映ったである。

しか し五 四期の他 の女性作家た ちが恋愛結婚 の後は夫 に寄 り添 い、それ以上恋愛や家庭

について掘 り下げなかったのに対 し、盧隠 は生涯 を通 して近代家庭 について思考 し続けた

稀有な作家である。

そこで本論 では、盧隠が五 四の終息後の30年 代に執筆 した作品に注 目し、さらに彼女の

近代家庭 に対す る思想 の変遷 を検討す る。 これ を通 して、五四期 に理想 とされた近代家庭

が実際の ところ女性 に とって どんな もので あったのか、女性たちはそれ によ りどの ような

意識の変革 を迫 られ たのかを考察 したい。

1.近 代家庭への批判

まず盧隠が30年 代 に展開 した近代家庭批判 の代表的な言説を見てみ よう。以下に 「男性

と女性(男 人和女人)」(『時事新報』副刊 『青光』1933.8.25)、 「今後の女性 の活路(今 後婦

女的出路)」(『女声』1巻12期1933.3.16)と い う2篇 の散文を取 り上げる。

1.1「 男性と女性」一 恋愛 に潜む男女不平等の指摘

「男性 と女性」は小説風の形 を とってお り、登場人物 は恋愛によって結ばれ た夫婦 であ

る。詩人である夫は 「平凡な家庭生活 ではインスピレーシ ョンを満たす ことができない」

と、他 に恋人をもっている。妻 は夫の 「君 こそが世界中で一番僕 を理解 している」 とい う

甘い言葉に負 け、笑顔 で彼 を恋人 との逢瀬 に送 り出す。家 に一人残 され た妻は突如 として

目覚め、次のよ うに言 う。 「ノラの考えはすば らしいわ。 この人形 の家を棄てて、他の道を

求めたのは真理 だわ!」 と。妻 が家を出ようと身支度を整 えた ところに、夫が帰ってきた。

「許 して くれ、僕たちの可愛い二人の子供のために、僕 を許 してくれ!」 追いすが る夫 を

見た妻は情 にほだされて、「ノラは結局イプセ ンの理想人物にすぎないのだわ」 と家出を思

い とどまって しま う。

盧隠は この作品において、平等な男女 関係 をもた らす はずの恋愛の陥穽を暴 き、そこに

潜む男女不平等 を痛烈 に批判 してい る。主人公の女性 がノラを思いなが らも、夫への 「愛」

のために不平等 を許容 し、最後 は家に とどまる姿が描 かれている。 この作品を盧隠は次の

よ うに締めくくる。 「男性 はこのよ うに永遠 に成功 をお さめ、女性 はこのように永遠に沈倫
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したままなのだ!(男 人就這檬永遠獲得成功,女人也就這様萬劫不復的況愉了!)」7と。

1.2「 今後の女性の活路」一 性別役割分担への批判

次の論文 「今後の女性の活路」では盧隠は良妻賢母主義に反対 し、近代家庭における性

別役割分担が女性の独立性を失わせるのだと批判する。

時代の歯車は間断なく回り、イプセンは早 くに女性の進むべき道を我々に指 し示し

た。……しかし事実は、ノラはごく少数で、大多数の女性は、依然 として人形の家の

主人公なのだ。 さらに怠け癖のついた女性は母としての権利を守ることを楯に、裏で

寄生的享楽生活を送っている。 これに加えて一部の女性は、頭の中にまだ封建時代の

余毒が残っていて、「男は外、女は内」の荒唐無稽な説を信 じ、ご苦労にも個性のない

従順な賢妻、家事を切り盛 りする良母になっている。同時に多 くの男性中心主義の教

育家は、……女性の知力体力は男性に適わないとか、良妻賢母は女性の唯一の天職だ

とかいって、これ らの偏った言葉の帽子を女性の頭にかぶせ、彼女たちが家の内に帰

らざるを得ないようにしている。(時代的輪子不停息的在轄動,易 卜生早已把婦女的出路

指示了我個.……不過在事實上,螂拉究寛是極少敷,而大多敷的婦女泥,イ乃然作着偲偲家庭

中的主角.而且有一些瀬散慣的婦女,勉椚掌擁i護母権作櫨箭牌,暗地里過着寄生的享樂生

活.男有一部分人泥,因爲拶子里イ乃存着封建時代的余毒,認定"男 治外女治内"的 荒謬議

論,含辛茄苦作一個無個性的柔順賢妻,操持家務的良母.同時許多男性中心的教育家,……

甚麿婦女的智力髄力遅不上男人羅,又是賢妻良母是婦女唯一的天職羅,掌這些片面之群

的帽子厘i到婦女頭上,使地椚不得不回到家裡去.)

盧隠は、女たちは家に閉じ込められた結果、独立した人格を失い、社会的地位を失い、個

性を埋没させてしまった、 と指摘するのである。そして彼女はこうした現状を打開するた

めに、次のように提言する。家庭は男女が共同で作るもので、経済は男女で分担すべきあ

り、また家事も当然男女で負担すべきである。そして最後に次のように言う。

今後の女性の進むべき道は、家庭の囲いを打破 して社会に出ること、つま り人形の家

を逃げ出し、人の生きるべき生活をし、女になるだけでなく、さらに人にならねばな

らない。これが私のただひとつのスローガンである(我 封於今後婦女的出路,就是打破

家庭的藩籠到肚會上去,逃出偲偏家庭,去過人類鷹過的生活;不僅僅作個女人,還要作人,這

就是我唯一的口號了.)」8

このように盧隠は、イプセンが本来提出したノラの問題一 近代家庭にひそむ男女の問題

を意識 し、近代家庭に対 して叛旗を翻 したのである。

では五四の洗礼を受けた盧隠は、どのような思想の変遷を経て近代家庭を批判するに至

ったのだろうか。それを検討するために、以下の章では、盧隠が生涯で経験 した3つ の家

生家、最初の結婚、再婚について見ていきたい。

2.生 家と最初の結婚

2.1旧 い家の暗い記憶

盧隠は原名を黄英 といい、1899年5.月4日 に福建省閲侯で生まれた。父は清朝の挙人で、
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母 は教育を受 けた ことのない旧式の女性 であった。母は盧 隠が母方 の祖 母が亡 くなった日

に生 まれたため、不吉な子 として忌み嫌 い、乳母に預 けて しま う。病弱であった盧隠 は母

をは じめ三人の兄、妹か らも嫌われ、愛に恵 まれない幼児期を過 ごした とい う。盧隠は 『盧

隠 自伝』(以 下、『自伝』)で 当時について次のよ うに述べてい る。

(私は)二 歳の時には体 中にできものができ、1日 中泣 くので、母 は怒って もう少 しで

殴 り殺す ところだった。乳母がそれ をみてかわいそ うに思い、次の よ うに母 に持 ちか

けた。私 を彼女の家 に引き取 り、 もし良 くなった ら連れ戻 し、死んだ らそれ までとい

うことにしよ う、 と。母 はこの申し出を聞 くと、躊躇す ることな く受け入れ た。(在 爾

歳的時候,長了一身的瘡済,終 日號実,母親氣憤得差一棒打死,還是妨嬌看看我可隣,同我母

親商議,把 我帯到他 家裏去養,如 果能好咀,就邊 回來,死 了泥,那 也就算了,母 親聴 了這個 提

議,経毫不躊躇的答鷹了.)9

1905年 、盧 隠6歳 の時に父が心臓病で亡 くなる。その時母は36歳 、長男 の兄 は15歳 で

あった。その後一家は北京の母方の叔父のもとへ身を寄せ る。1908年 、母は9才 の盧 隠を

教会が経営する北京女子慕貞学院へ入学 させ る。その理 由は学費が安 く、盧隠 を厄介払い

で きるか らだった。慕貞学院の不健康な生活環境 と粗悪な食事か ら逃れ るために、盧隠は

奮起 して勉学に励 んだ。彼女 はまず高等小学校 に合格、 さらに公費の北京女子師範学校預

科 に合格 し、母や親戚達 を驚かせた。

18歳 の とき女子師範預科を卒業 したが、当時は女性 が進学できる大学はなかった。 また

兄が留学 中であったため、窟隠は家計 を助 けなくてはならず、女子中学や小学校で教鞭 を

執 った。1919年 、北京女子高等師範学校(後 の北京女子師範大学)の 学生募集が始まる と、

当時20歳 だった盧隠は受験を希望す る。 しか し母は大反対 して次の ように言った。 「女の

子が 中学を卒業 したな らそれ で十分。 さらに勉強 して、いったい何をす るつ もり?そ れに

私 は今お前にや る金 はない。 自分でよく考 えて見な さい!(一 個女核子,已経 中學畢業,就恨

鉤了,還要讃書,作忽麿?而 且我現在也没聞鏡來供給像,像 自己去細想想咀!)」10

そのため盧隠は安徽で半年 間教壇 に立 ち、受験の資金 を用立て ると、北京 に戻った。試

験 には間に合 わなかったが、9月 か ら女子高等師範学校国文部に聴講生の資格で入学 し、半

年後に首尾 よく正規生 として編入す ることができた。

2.2最 初の結婚

盧隠が女子高等師範 に入った後 も、あくまで進学に反対な立場 をとる母 とは葛藤 が続い

てお り、母は一切の学費の援助を しないばか りか、彼 女が家に帰 るたびなじった とい う。

盧隠が女子師範に入 った1919年 はち ょうど五四運動 が起 こった年であ り、西洋 の新 しい

学説 が続々 と中国に紹介 され た。盧 隠はそれ らに大いに興味をもち、新 しい書籍や雑誌 を

買っては同級生 と議論 した とい う。また盧隠は女子師範 で胡適 の 「中国哲学史大綱」 の授

業を受 けてお り11、 当時彼が推進 していた 「ノラ言説」 を受容 していたと考え られ る。盧

隠は積極的に社会運動 に身 を投 じ、学生会の幹部 に選 ばれ、デモや集会 にも精力的に参加

した。他大学合同の会 にも出席 し、そこで北京大学の哲学系で学んでい た郭夢 良と知 り合

った。盧隠は彼の冷静沈着な人柄や 、また発表論文 を多く目にしたことで彼 の思想 を知 り、
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惹かれていったのである。

盧隠は1922年23歳 の時に女子師範を卒業 し、翌年 に北京大学を卒業 した郭夢良 と結婚

した。 しか し郭夢 良には旧式結婚による妻があったため、盧 隠は法律上 では 「妾」 となっ

たのである。 そのため盧 隠の家族や、友人たちはみな彼女 を罵 り、嘲笑 した とい う12。 盧

隠は封建勢力に果敢 に反抗 し、恋愛 を旗印 とす る 「中国のノラ」 となるべ く新 しい家に飛

び込 んでいったのである。

2.3近 代家庭への幻滅一 主婦の憂欝

盧 隠は旧い家において封建的な迷信や男尊女卑 によって苦 しめられた暗い経験 を持 って

いた。 その分、彼女は 自由 と愛情に満 ち、男女平等な生活 をもたら して くれ るはずの恋愛

結婚 に対 し、大きな期待を持 っていただ ろ う。 しか し結婚後まもなく現実 と理想 との違い

に苦悩す ることになるので ある13。

盧 隠は1925年 に女子師範時代の創作 を集 めた作品集 『海浜故人』を出版 し、この年の初

めに女児(郭 薇萱)を 出産 した。しか し同年10月 には夫 ・郭夢良を肺病 で亡 くして しま う。

この間の結婚生活 のことを、盧隠は 『自伝』の中で次のよ うに語っている。

私の処女作 『海浜故人』が出版 されてか ら、生活 に変化が あった。その変化の中で

私 の心境 は複雑であった。 一方では満足 し 様々な困難はあったが、私は郭君 と結

婚 していた。 また一方では失望 を感 じていた。理想の結婚生活 と実際の結婚 生活 は、

全 く違 っていたか らだ。そんな心境 の時 に家庭 内の項事 も重な り、半年 くらいは原稿

が書 けなかった。(在 我的虜女作,『海濱故人』出版以後,我因爲生活上護生了攣化,在這

種攣化 中,我的心情是複雑的,一方面我是漏足 了,一 就是在種種 的困難 中我 已和郭君

結了婚,而一方面我是失望了一 就是我理 想的結婚生活 和我實際的結婚生活,完全相反,

在這種心情中,又加着家庭的項事,我幾乎欄筆孚年不曾爲文章.)U

盧隠はこの時期 、恋愛結婚後に家庭 に入 り主婦 となった女性の憂欝 をテーマ とした作品

を描いてい る。 「勝利以後」(『小説月報』16巻6号1925.6.10)で は、恋愛のために全 てを

犠牲に し、家 と戦って困難 を乗 り越 え結婚 した女性一 「勝利」 した女性 が、結婚後 は社

会 で活動す る場 を得 られず、人生の高遠な理想 と縁 が切れて しまったことに苦 しむ15。 ま

た 「何処是帰程」(『小説月報』18巻2号1927.2.10)で は、結婚後に妻や母 となった女性

が、家庭 の項事に縛 られる生活に疑 問を抱き、社会事業 に参加で きない 自分 は、時代 の落

伍者だ と煩悶す るのである16。

どちらの作品 も近代家庭 に幻滅す る女性 の姿が描 写 されてお り、彼女たちは家庭 に閉じ

込 められ て社会的地位 を失い、 「個」 を失って しまったことに気づいて苦悩す るのである。

彼女たちの苦 しみは近代家庭 に潜む男女不平等 性別役割分担によるものなのだが、 こ

の時点では盧隠はそこまで指摘す ることはなく、ただ家庭 に 「帰程(=安 息の場)」 を見出

せ ない懊悩だけを描いてい る。

郭夢良が1925年10月 に亡 くなると、盧隠は彼 の棺 に付き添って郭の実家の福建に行 く。

彼 の地には姑 と正妻がいたが、そ こで娘 とともに滞在 し、女子師範 で教鞭 を執った。 しか

し姑 と折 り合いがあわず、半年後に上海 へ戻 っている。そ して大夏大學附中の女生徒指導

一41一



員 を して生活 を支 えた。 この時期郭夢良の死 と前後 して、盧 隠は母 と親友の石評梅 を亡 く

してお り、身辺 に不幸が続いたため、悲嘆のあま り酒 に溺れ た とい う。劉大潔 はこの時の

彼女 について次 のよ うに言 っている。 「(盧隠は)子 供 を抱 えて、収入 は少な く、生活 が と

ても苦 しかった。…私 は彼女 に過去 を忘れて新 しい愛 のある生活 を始めるように言 ったが、

彼女 は 『男性!愛 情!こ れ らを私 は本 当に恨 んでいるわ。これ らはみな実に私 を苦 しめた。

私は愛情 とい う悪魔か ら離れたい』 と語った」17と 。 この言葉か らも、盧隠が結婚 とい う

ものに失望 していた ことが窺 える。

3.再 婚と思想の転換

3.1「 小情人」との再婚

寡婦 となった盧隠は恋愛や結婚 といったものを遠 ざけ、娘 を養 うため教壇 に立ちなが ら

文章を書いて生計 を立てていた。 しか し1928年 、盧隠29歳 の とき、清華大学に入学 した

ばか りの李唯建 と出会 う。その時李唯建は21歳 、西洋文学を専攻 し、バイ ロンやシェ リー、

タゴール を敬愛す る若 き詩人であった18。 李唯建は北京大学哲学科の教授 ・林宰平を訪問

した時、机の上にあった盧隠の編輯 した文学雑誌 『華厳月刊』 を 目に した ことか ら、彼女

に興味を持った。彼は林宰平 に紹介 を依頼 し、林宰平 と盧 隠 との共通 の友人 である崔世英

の家で二人は会 うことになった。 その後二人 は手紙 をや りとりし、頻繁に往来す るよ うに

なる。そ して李唯建の熱心な求愛に盧隠が応える形で、二人は1930年 に結婚 したのだ19。

盧 隠は李唯建について 『自伝』で次の ように述べてい る。

彼 は勇敢で、徹底 して新 しい時代の人物であ り、頭 の中には封建思想 の遺毒がなかっ

た。一切 を慨 ることなく、彼 には熱烈な純情があ り、熱烈な想像 があった。(他 是一個

勇敢的,撤底的新時代的人物,在他的拶子裏没有封建思想的流毒,也没有可顧忌的事情,他

有着熱烈的純情,有着熱烈的想像.)20

盧隠に とって最初 の結婚は 「封建 的家への反抗」 とい う意味も有 していた。 しか し今回の

再婚は意味が違 っていた。盧隠 には亡くなったとはいえかつて愛 した夫があ り、その男性

との間に娘があ り、さらには李唯建 との間には8歳 の年 の差があったのだ。

そのため二人の結婚はジャーナ リズムを驚 かせ 、文壇にセンセーシ ョンを巻き起 こ した

21
。特に二人の歳の差は当時 にあって大いに非難 の的 となった22。 また前夫 との子(再 婚

当時5歳)は 若い李唯建を父 として認 めなかった とい う23。

また大衆のみな らず、盧隠 と同 じよ うに五 四の洗礼 を受けた知識人 もこの結婚 には眉を

ひそめた。例 えば女性作家の蘇雪林は盧隠の女子師範の同級生でもあるが、「関於盧 隠的回

憶」(『文学』2巻3号)で 次 のよ うに言っている。

何年か前、彼女(盧 隠)と 李 唯建 さんが恋愛 して 日本 に渡 り、まもな く結婚 した とい

う話 を聞いた。また李 さんが彼女 より若かった ことで、「盧隠の若い情人」はあっとい

う間に噂の的 となった。民国19年(1930年)に 私が安慶 の安徽大学で教鞭 を執 って

いた とき、野碗孫や呉腕貞(ど ちらも女子師範時代 の友人)… …と盧隠の近況 につい

て語 りあった。二人は異 口同音 に彼女 のことをふ しだ らだ と言い、以前すでに妻 のあ

る郭 さん と結婚 したのだって大 きな間違いだったのに、今また年齢 が離れ てい る李 さ
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ん と恋愛す るなんてもってのほかだ と言 った。私 も彼女ふた りの批判は善意か らの も

のだ と知 っていた し、私 も盧隠の行動 は尋常でない と思っていた。(前 幾年聰見勉和李

唯建先生懸愛,同渡扶桑,不久有結婚之説.又聴説李君比勉年輕,一時"盧 隠的小情人"傳

爲佳話.民 國十九年我到安慶安徽大學教書,會 見野碗孫女士和呉腕貞女士……談到盧隠

近況.二人異 口同聲地批評勉太浪漫,並説地從前與使君有婦的郭君結婚已是大錯特錯;現

在 又與年齢相差甚遠的李君慰愛,更不磨該了.我知道勉二人的批評是善意的,便是我也覧

得盧隠這種行爲太出奇)24

こうした中、盧隠は 「恋愛 は二人 のことで、他の人 が口をは さむ ことではない」25と い う

態度 を貫き、自分たちの正 当性 を宣言す るかのよ うに、李唯建 との恋愛中の往復書簡 を天

津 『益世報』(1930年2月14日 ～4月8日)に 発表 した。 さらに翌年それ を李唯建 との共

著 『雲鴎情書集 』(1931年2月 神州国光社)と して出版 したのである。

3.2思 惹の転換

実は癒隠は郭夢良が亡くなってか ら李唯建 と出会 うまでの間に、ある男性 から求愛 され

ていたが、その愛 を拒んでいる。 その男性 とは亡夫 ・郭夢 良の友人の弟で、当時上海の法

政大学の学生であった塵沐森である。その経験は 『帰雁』(『華厳月報』1巻1期 ～8期 、

1929.1.20～7.20)に 描かれてお り26、 次のよ うな内容である。夫や母の死か ら立ち直れず

にいる主人公 の前に、力強 く励 ま してくれ る青年が現れる。その熱烈な求愛に対 して、「私」

は 自分が寡婦であ り、年上 であること、そ して世間の風評 を怖れて相手を受 け入れ ること

が出来ない。青年はその心を理解できず、ついには他 の女性 との結婚を選択 して しま う27。

この作品に対 し、鷹隠 は 『自伝』の中で次のよ うに言 う。

『帰雁』を創作 した ときは、私 の思想 が転換 していた最 中であった。…… 『帰雁』の

中には私の熱烈な叫び、熱烈な追求がある。 しか し私 の頭の中には封建時代の余毒が

残 ってお り、礼教 を打破す るよう高 らかに叫ぶ ことはできなかった(到 了我作蹄雁 的

時候,我的思想已在縛攣中,… …在蹄雁 中,我有着熱烈的呼減,有着熱烈的追求,只可恨那

時節,我拶子裏還有一些封建時代的蝕毒,我不敢高叫打破禮教的藩雛)」28

その後、慮隠 は自身が再婚 に踏み 出す ことで、 自らに残 る 「封建時代の余毒」 と訣別 し

よ うとしたのだろ う。再婚後、廠 隠は 『女の心(女 人的心)』(『時事新報』19332.14～5.5)

を発表 し、恋愛結婚を して娘 を産んだ女性 が、年下の男性 との不倫の恋愛に踏み出す姿 を

描いてい る29。 廠 隠はこの時期 を思想の転換 を経て飛躍 を遂げた 「開拓期」 と呼び、その

代表作品 として 『女の心』 を挙 げている30。

4.『女の心喜一 一女性だけに求められる貞操

『女の心』の あらす じは以下の通 りである。 ヒロイ ンの素瑛 は理想 であった恋愛結婚 を

し、一女をも うけた。 しか し夫 ・賀士は結婚後す ぐに欧州に留学へ行 って しまい、既に三

年 も会ってお らず 、賀士か らの愛 を感 じられない 日々を送っていた。そんな時に友人 ・黎

雲の結婚式で出会 った学生 ・純士 と往来す るようになる。お互いに恋愛感情 を持 ちなが ら

も、素瑛 は自分 が夫 と娘があ ること、年上であることに躊躇 し、それ以上の関係 に進 もう
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としない。 ところが、ある 日受 け取った賀士か らの手紙には、彼 がベル リンで ドイ ツ人女

性 と知 り合い、親 しく交際 していることが書いてあった。

素瑛はシ ョックを受 け、 これ をきっかけに純士 との恋愛 に踏み出す。二人の恋仲が世間

の噂 になる と、二人は愛 を貫 くためアメ リカ留学へ赴 く。それか ら素瑛は単身でアメ リカ

か ら ドイツに渡 り、夫 に会って離婚 を申 し出 る。そ して離婚が成 立す ると再度アメ リカに

渡って純士 と結婚するのである。

この作品では、『帰雁』 と異な りヒロイ ンは新 しい恋愛に踏みだ し、それ を成就 させ るた

めに主体的な行動 を見せている。盧隠はこの作 品に対 し、 自ら次のように評 している。

私が書いた 『女の心』では、大胆に垣根 を打ち壊すスローガンを叫び、旧勢力 に反対

し、よ り大胆 に女性だけに求め られる貞操 を否定 したものだ。(我 所爲的 『女人的心』

我大膿的叫出打破藩籠的 口號 我大謄的反封奮勢力我 更大謄的否認女子片面的貞操)31

本来、男女 の 自由意志 に基づ く自由恋愛 は、 どち らか一方 に愛情 がなくなれば関係 を解

消す るのが原則 であるのだが、 この作品で盧隠は実 は恋愛 にも 「女性だ けに求 められ る貞

操 」が存在 してい ることを指摘 してい る。盧隠は ヒロイ ンがこ うした貞操に束縛 され、苦

しむ 「女の心」を詳細に描写 しているのだ。

まず主人公 ・素瑛は純 士に魅 かれなが らも、夫の不貞 を発見す るまでは恋愛 に踏み出そ

うとしない。夫か らの手紙に女性の影 を見た素瑛は、次のよ うに考 えるのである。

賀士が最初 に自分 にすまないこ とを したのだ。純士に出会いは したけれ ど、賀士の こ

の手紙の前 にはずっ と自分を抑 えて、礼 を超 える行いを しよ うとは しなかった。今 、

賀士が ミリアム嬢を愛 したな ら、私に恋人がいても、皆は相殺 してくれ るだろ う。(這

是賀士先封不起勉,……錐然認得純士,事實上是在賀士這封信之前,不過 自己一 向是克制

着情感,不敢有一些越禮的行爲,現在賀士既然鍾情於米利安小姐,那我就是有個把情人,也

大家抵錆得過呪.)」(a)

そ して素撲 は恋愛 に踏み出 した後 も、 自分がも うす でに夫を愛 していないか らには、この

結婚 を続 けてい く必要はない のだ と考 える一方で、夫が ミリアム嬢 と関係 があるとい う確

証 を得 ないまま不貞 を犯 した 自分 を責めて苦 しむのである。 「女の心は どうして この ように

思い乱れるのだ ろ う。賀士はただ 自分だ けの快楽 を追い求めて、妻や子の ことを思った り

は しない とい うのに、なぜ私は こんなに臆病なの。(女 人的心爲甚麿磨是這様多糾紛 称 看,

賀士他只知尋 自己的 快樂,再不置念妻見的我 爲甚麿這檬怯弱.)」(b)と 。

また素瑛 は妻 としてだけでなく、母や娘であることか ら逸脱す るこ とに怖れ、逡巡 し続

ける。純士 と共にアメ リカに渡 って新生活 を始 めよ うとす る時です ら、晴れやかな表情の

純 士とは対照的に、素瑛は次のよ うに言 う。

「純士、あなたは身体の自由だけで、魂 の自由は考えていないのね。」「不 自由なのか

い?」 純士は不思議 そ うに言 った。 「ええ、賀士や娘、そ して母の前では、私は裁 きを

待つ囚人なの」(「純士!伽只知道身膿的 自由,而不曾顧慮到璽魂的不 自由!」 「不 自由嘱?」

純士詑異的読:「像的簸魂有甚麿不 自由?」 「當然,在賀士的面前,在我女見的面前,甚 至在

我母親的面前,我都不冤是個待罪的囚犯咤!」)(c)

こうした女の心 を、男性の純 士は理解す ることができない。 二人が結婚 して帰国 した後、
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素撲 は世間や家族 の 目を悼 って別居 を提案す る。素僕 の心 を測 りかねた純士は、弟の明士

夫婦 に次のよ うに相談す るのである。

「素瑛 は新文化の洗礼 を受 けてお り、礼教 を打破するなら、徹底的にするべきなのに、

どうして二歩進んでは一歩退 くのだろ う?」 「これこそ女の心なのよ」明士の妻 は言 っ

た。 「歴史を見てみなさい。古 くか ら今まで、社会 の糾弾 を恐れなかった女が何人いる

か しら?女 を責めるこ とはできないわ。 この社会 は女に とて も厳 しく責任 を追及す る

もので、素瑛ねえ さんの今 の心 はとて も苦 しいはず よ。彼女は この社会で女の先駆 け

になろ うとしてい るのだか ら……」(「素僕是受過新文化的洗禮的,勉既想打破禮教的藩

籠,就磨當作個徹底,爲甚麿走爾歩又退一歩呪?」 「咬這 就是女人的心了!」明士的妻読:「像

個翻開歴史看 從古到今,有幾個女人不 泊肚會的識弾呪?本 來難怪女人,這杜會封於女人是

特別的責備得嚴,我想素嘆妨現在的心也鉤苦了,地要倣這個肚會裡的女人先鋒 ……」)(d)

こ うした素瑛の苦 しみは、李唯建 との恋愛にお ける盧隠 自らのものであっただろ う。 平等

な男女関係 をもた らすはず の恋愛において も、女性 はよ り多 くの束縛 貞操や 「母」で

あること一 に縛 られてい る。盧隠はこの作品において周囲の社会の批判 と戦いなが らも、

自らに残 る 「封建時代の余毒」のために一進一退 して苦 しむ 「女の心」 を掘 り下げたので

ある。 そ して彼女 は最後に素瑛が純士 とともに生 きてい く覚悟 をする結末を描 くことによ

り、この 「女の先駆 け」が束縛 を克服 し、明 るい未来を 目指 していく姿を示 している。

おわりにかえて一一 叛 逆するノラ

盧 隠は二回の結婚 を経 て、近代家庭 に潜む女性の問題 を深 く掘 り下げて思考する ように

なった。そ してそれ をテーマ にした創作や女性解放論 を執筆 したのである。それ らの作品

はみな近代家庭 に潜む男女 の問題 をテーマに してお り、五四期の作品にはなか った鋭い女

性意識 に満 ちている。

例えば 「花瓶時代」(『時事新報』副刊 『青光』1933.8.11)で は次のよ うに言っている。

天が慈悲を発 して、この世の尊大な男た ちを動 か し、彼 らの高貴な手によって、女性

たちを奴隷階級か ら解放 したこ とに感謝せねばならない。現代 の女性 は得意 になって

花瓶時代の幸運を享受 している。… しか し花瓶 たちはいつの 日か、楽 しみ もてはやす

男 たちに見かけ倒 しだ と嫌 われて、粉々 に割 られて しま うか もしれないのだ!… だか

らこれ ら花瓶 たちの運命は悲惨な もので、女性 は自らを救 うことを考 えねばな らず、

このよ うな花瓶の時代 を打破 しよ うと覚悟 し……決 して男達に恩恵を乞 うた りしては

な らないのだ。(這 不能不感謝上蒼,官寛大護慈悲,感動了這個世界上傲岸 自尊的男人,高

拾貴手,把婦女繹放了,從奴隷 階級中解放出來現 代 的婦女,大可揚眉吐氣的走着勉椚花瓶

時代的紅運……但是花瓶個,…… 読不定有一天,要被這些欣賞而鼓舞着像個的男人椚嫌

像個中看不中吃 砕的一声把像個捧得粉砕咤!… …所以這個花瓶的命運,究寛太悲惨;像個

要想 自救,只有自己決心把這花瓶的時代殿滅,… …不能再妄想從男人椚那理求乞恩恵,)32

このよ うに盧 隠は、五四期 にエ リー ト男性知識人達 が主張 した 「ノラ言説」で切 り捨て ら

れた問題一 ジェンダー非対称に気づいた。そ して旧い家 を出ただけで満足 し、近代家庭

のなかで安逸する 「中国の ノラ」に警鐘を鳴 らしたのである。
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注

1.中 国におけるイプセ ン 『人形の家』受容 と胡適の意識 的な 「誤読」については、張競 『近

代 中国 と 「恋愛」の発見』(岩 波書店、1995.6)を 参照。

2.五 四期の恋愛神聖 の思潮 に関す る先行研 究 としては、以下の ものがある。清水賢一郎 「革

命 と恋愛 のユー トピアー 胡適のくイプセ ン主義 〉と工読互助団」(『中国研究月報』中国

研究所5731995.11)、 清水賢一郎 「ノー ラ,自動車 に乗 る一 胡適 「終身大事」を読む」(『東

洋文化』東京 大学東洋文化研究所771997.3)、 藤井省三 「恋す る胡適一 アメ リカ留学 と

中国近代化の形成」『岩波講座 現代思想二20世 紀知識社会の構図』(岩 波書店1998)、 拙稿
「胡適 『終身大事』考」(『 奈良女子大学人間文化研究科年報』20号2005.3.31)

3.劉 大潔 「黄盧 隠」(肖 鳳 『盧隠評伝』中国社会 出版社2008.1所 収、224頁)

4.『 盧隠 自伝』 「思想的転変」(第 一出版社 、1934.10.15、97～98頁)

5.90年 代か らはフェ ミニズムの観点か ら後期 の作品も見直 しが されてお り、以下の論文が

ある。劉思謙 『「螂拉」言説 中国現代女作家心路紀程』上海文芸出版社1993、 白水紀子

「中国文学 にみる 「近代家族」批判」『東洋文化研 究所紀要』第143冊2003.3

6.茅 盾 「盧隠論 」(『文学』3巻1号1934年)

7.「 男人和女人」(『盧隠散文全集』中原農民出版社1996.12、141頁)

8.「 今後婦女的出路」(『盧隠散文全集』前 出、163頁)

9.『 盧隠 自伝』 「童年時代」(前 出、3頁)

10.『 盧 隠 自伝』 「大学時代」(前 出、56頁)

11.『 盧隠 自伝』 「著作生活」(前 出、79頁)

12.劉 大潔 「盧隠回憶記」(『現代中国文学家傳記』実用書局1972.7、80頁)

13.こ の時期に盧隠が創作 した近代家庭への幻滅をテーマにした作品については、 白水紀

子 「中国文学にみ る 「近代家族」批判」(前 出)が 取 り上げている。

14.『 盧 隠 自伝』 「著作生活」(前 出、83頁)

15.「 勝利以後」(『盧隠選集』上、福建人民出版社1985.5)

16.「 何処是帰程」(『盧隠選集』上、福建人民出版社1985.5)

17.劉 大潔 「盧 隠回憶記」(『現代中国文学家傳記』前出、81頁)

18.『 中国文学家辞典』現代第三分冊(四 川文芸出版社1985。3、188～189頁)

19.窟 隠 と李唯建 との恋愛のいき さつについては、以下を参照。李唯建 「我与窟隠的初次

見面」(林 偉民 『海浜故人 盧隠』人民文学出版社2001.1所 収、63～66頁)、 肖鳳 『盧隠

評伝』(中 国社会 出版社2008年1月)

20,『 盧隠 自伝』「思想的転変」(前 出、96頁)

21.謝 泳螢 「黄盧隠」1948年3.月24日(『 作家印象記』1967年1.月)

22.孔 尊 「黄盧 隠迷恋小丈夫」『文壇史料』1944年11月

23.「 五四時代最伝奇的女作家盧隠」(『幸福家庭』5月 号1969年)

24.蘇 雪林 「関於盧隠的回憶」(肖 鳳 『盧隠評伝』中国社会出版社2008.1所 収、216頁)

25.謝 泳螢 「黄盧隠」(前 出)

26.肖 鳳 『盧隠評伝』(前 出、65頁)

27.「 帰雁」(『盧隠小説全集』時代文芸出版社 、1997.3)

28.『 盧隠 自伝』「思想的転変」(前 出、96頁)

29.「 女人的心」(『盧隠小説全集』前出)4章 の引用は以下の通 り。(a)705頁 、(b)708

頁、(c)736頁 、(d)764頁

30,『 盧隠 自伝』「思想的転変」(前 出、98頁)。 また 『女人的心』に関する先行研究 として、

高屋 亜希 「鷹隠 『女人的心』 に見る 「不貞」」(『中国文学研究』25期)が ある。

31.『 盧隠 自伝』「思想的転変」(前 出、97～98頁)

32.「 花瓶時代」(『盧隠散文全集』前出、138～139頁)
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槍"中 国的螂拉"庚 隠的反叛

羽田 朝子

在中国五四新文化這劫中,青 年知枳分子受到了西方思想的影ロ向,他 佃主張打破封建社

会和封建家庭的規念,井 強烈反対父母力主的包亦婚姻,追 求自己力主的自由恋受、自由婚

姻。他佃熱烈地賛揚易 卜生 《玩偶之家》箸下的女主角郷拉,因 力在他佃眼中,螂 拉就是反

抗封建家庭,力 了追求自由恋受而逃出家口的女英雄。

当吋的女性作家庚隠(1899～1934)也 受到了五四思潮的薫陶,自 己扮演"中 国的螂拉"

的角色,実 行了家庭革命。始径坊丙次結婚生活,遊 一歩深入思考現代家庭隠而不児的妃女

同題。地友現了五四知沢分子的言槍所忽視的向題乃在子男女不平等。本槍針対子庫隠在30

年代所友表的女性解放言槍,及 対近代家庭的批判等方面倣深入探付。
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